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シミュレーション・ゲーム「バーンガ」
	配られたカードを数字の順に出していき，早く手持ちのカードがなくなった人が勝ちです。「ページワン」とほとんど同じルールのゲームです。
まず下の【すすめ方＆ルール】をよく読みなさい。ただし，声を出して読んではいけません。



【すすめ方＆ルール】
1 親はトランプをよく切り，全員に同じ枚数ずつ配ります。
＊１回目の時だけジャンケンで親を決めます。２回目以降は，前回勝った人が親です。
2 親から順に「時計回り（右回り）」でカードを場に出していきます。
· カードは同じ絵柄（クローバーならクローバー，ハートならハート）で場のカードよりも大きい数字のカードのみ出すことができます。
· 数字は２から始まり，Ａが最強です。
· １度に場に出せるカードは１枚だけです。（連番は不可）
3 自分の出せるカードがない場合は，何回でも「パス」することができます。パスする時は「カルラー」と必ず言わなければなりません。
＊ジョーカーはオールマイティです。
4 誰もカードを出せる人がいなければ，そのカードを出した人が，もう1枚任意のカードを出すことができます。（この場合は，どの絵柄でもOKです）
5 誰かがルールを間違っていれば，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
6 残り１枚になる時は「ヘパ」と言わなければなりません。言い忘れたら，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
7 一番最初に手持ちのカードがなくなった人が勝ちです。勝ちが確定した時点で，そのゲームは終了します。（他の人の順位は決めない）
8 時間がくるまで，①から⑦を繰り返します。
9 時間がきたら，勝った回数が一番多かった人は上のグループへ，勝った回数が一番少なかった人は下のグループへ移ります。
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【すすめ方＆ルール】
1 親はトランプをよく切り，全員に同じ枚数ずつ配ります。
＊１回目の時だけジャンケンで親を決めます。２回目以降は，前回勝った人が親です。
2 親から順に「時計回り（右回り）」でカードを場に出していきます。
· カードは同じ絵柄（スペードならスペード，ハートならハート）で場のカードよりも大きい数字のカードのみ出すことができます。
· 数字は２から始まり，Ａが最強です。
· １度に場に出せるカードは１枚だけです。（連番は不可）
3 自分の出せるカードがない場合は，何回でも「パス」することができます。
· ジョーカーはオールマイティです。
· 場のカードよりも大きい数字であれば，異なる絵柄であっても，クローバーは出すことができます。
4 誰もカードを出せる人がいなければ，そのカードを出した人が，もう1枚任意のカードを出すことができます。（この場合は，どの絵柄でもOKです）
5 誰かがルールを間違っていれば，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
6 残り１枚になる時は右手を挙げなければなりません。挙げ忘れたら，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
7 一番最初に手持ちのカードがなくなった人が勝ちです。勝ちが確定した時点で，そのゲームは終了します。（他の人の順位は決めない）
8 時間がくるまで，①から⑦を繰り返します。
9 時間がきたら，勝った回数が一番多かった人は上のグループへ，勝った回数が一番少なかった人は下のグループへ移ります。
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【すすめ方＆ルール】
1 親はトランプをよく切り，全員に同じ枚数ずつ配ります。
＊１回目の時だけジャンケンで親を決めます。２回目以降は，前回勝った人が親です。
2 親から順に「反時計回り（左回り）」でカードを場に出していきます。
· カードは同じ絵柄（スペードならスペード，ハートならハート）で場のカードよりも小さい数字のカードのみ出すことができます。
· 数字は13（キング）から始まり，Ａが最強です。
· １度に場に出せるカードは１枚だけです。（連番は不可）
3 自分の出せるカードがない場合は，何回でも「パス」することができます。
· ジョーカーはオールマイティです。
· 場のカードよりも大きい数字であれば，異なる絵柄であっても，クローバーは出すことができます。
4 誰もカードを出せる人がいなければ，そのカードを出した人が，もう1枚任意のカードを出すことができます。（この場合は，どの絵柄でもOKです）
5 誰かがルールを間違っていれば，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
6 残り１枚になる時は両手を合わせてお辞儀をしなければなりません。し忘れたら，ペナルティとして場から５枚のカードを渡します。
7 一番最初に手持ちのカードがなくなった人が勝ちです。勝ちが確定した時点で，そのゲームは終了します。（他の人の順位は決めない）
8 時間がくるまで，①から⑦を繰り返します。
9 時間がきたら，勝った回数が一番多かった人は上のグループへ，勝った回数が一番少なかった人は下のグループへ移ります。

異文化におけるアイデンティティ・クライシス
「バーンガ」ふり返りシート
◆ゲーム中どんなことを感じましたか？
	


◆ゲーム中どうやってルールを確認・統一しましたか？
	


◆グループを移った時，どのように振舞いましたか？
	


◆このゲームと同様のアイデンティティの危機はどのような場面・人に起こりますか？
	


◆アイデンティティの危機に直面している人に対して，どのような支援が必要ですか？
	


